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第３ 医療救護（Ｐ３８８～３９０） 

１ 救急医療活動 

（４）災害医療本部 

「医療・救護班」は、医療救護活動の全体調整並びに救急医薬品の調達・確保、人員確保を

行う災害医療本部を編成する。 

（５）医療機関への協力要請 

「医療・救護班」は、集団災害が発生した場合、地元医師会と緊密な連絡を図り、救急処置

が速やかに行われるように努めるとともに、負傷者が多数で医療機関へ収容することができな

い場合は、学校及び公民館等の施設に収容し、地元医師会に医師等の派遣を要請する。さらに、

必要に応じて埼玉県知事に対し救護班を要請する。 

（６）医療・助産活動 

「医療・救護班」は、医療救護チームを編成し、出動するとともに災害の種類及び程度によ

り地元医師会に出動を要請し、災害の程度に即応した医療・助産活動を行う。  

また、災害の程度により市の能力をもってしては十分でないと認められたときは、埼玉県

（保健医療部長）及びその他の関係機関に協力を要請する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）救護班の編成 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８）医療の範囲及び方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１１）救護所の設置 

災害による傷病者の救護所は、必要に応じ学校、公民館等の避難所をもって救護所に充てる

ものとする。 

【救急指定病院・診療所（久喜市内）】 

社会福祉法人恩賜財団済生会支部 埼玉県済生会栗橋病院 【市外】 

 ・蓮田病院 

 ・蓮田一心会病院 

 ・秋谷病院 

 ・堀中病院 

 ・白岡中央総合病院 

 ・東埼玉総合病院 

 ・蓮田整形外科 

埼玉県厚生農業協同組合連合会 久喜総合病院 

医療法人 新井病院 

医療法人 土屋小児病院 

東鷲宮病院 

久喜メディカルクリニック 

蓮江病院 

【学校・公民館】 

 久喜 菖蒲 栗橋 鷲宮 

小学校 １０ ５ ３ ５ 

中学校 ４ ２ ２ ３ 

公民館 ４(5) １ １ １ 

※公民館の( )書は、単独施設ではない南公民館(農村センター)を含めた数 

・負傷者等の応急処置 ⇒ 医療・救護班 

・重症等、専門治療 ⇒ 病院・診療所等 

医療の方法 ・診察（トリアージ） 

・薬剤又は治療材料の支給 

・処置・手術その他の治療及び施術 

・病院又は診療所等への収容 

・看護 

医療の範囲 

・医師     １人 

・看護師  ２～４人 

・事務員    １人 

・運転手    １人 

救護班の編成 

負傷者 
の発生  
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３ 医療マンパワーの確保 

（１）医療マンパワーの活動調整  

「医療・救護班」は、医師、歯科医師、看護師、薬剤師等の医療ボランティアの配置等、マ

ンパワーの活動調整を医師会と協力して行う。  

「医療・救護班」は、市内の被災状況に基づき、医療マンパワーの配置等を検討し、指示す

る。 

（２）医療ボランティア  

「医療・救護班」は、埼玉県を通じ埼玉県医師会等に派遣を要請する。  

「医療・救護班」は、医療ボランティア等と協力し、救護所等での医療活動を行い、医師会

救護班、医療機関等との連携を図り、被災者の救護を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔参考〕 

※ 埼玉DMAT  

埼玉県指定災害拠点病院である埼玉県厚生農業協同組合連合会久喜総合病院には、災害の急

性期（災害発生からおおむね48時間以内）に活動できる機動性と専門的な訓練を受けた「災害

派遣医療チーム」が設置されている。出動要請は、原則として知事が行うこととなっているが、

急性期に対応可能なＤＭＡＴの機動性が損なわれないように、状況に応じて消防本部の長が直

接、指定病院の長に出動の要請を行うことができる。 

 

 

 

 

 

４ 医薬品の調達、供給 

「医療・救護班」は、医薬品卸業者・薬局等との連携を図り、救護所で使用する医薬品を確保

する。また、調達に関して医薬品ディーラーとの協定を推進する。 

「医療・救護班」は、医薬品に不足が生じる場合、埼玉県へ供給の救援を要請する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔参考〕 

※ 主要医薬品 

区分 期間 主な医薬品 

緊急処置用 発災後３日間 輸液、包帯、消炎鎮痛剤、殺菌消毒剤等 

急性疾患用 ４日目以降 風邪薬、うがい薬、整腸剤、抗不安剤等 

慢性疾患用 避難所の長期化 糖尿病、高血圧、精神疾患等への対応 
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